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10月度理事会の概要

◎ 官報 (平成 26年 10月 16日  第6395号 )   0・ ・
・消防法施行令の一部を改正する政令 (333)

報情

1～ 4

5～ 9

・消防法施行規則及び特定小規模施設における必要とされる防火安全
性能を有する消防の用に供する設備等に関する省令の一部を改正す
る雀令 (総務80)
・火災通報装置の基準の一部を改正する件 (消防庁告示 24)
・カロ圧送水装置の基準の一部を改正する件 (同 25)
・屋内消火栓設備の屋内消火栓等の基準の一部を改正する件 (同 26)
(平成 26年 10月 24日 第6401号 )   ・・・   lo
O消防法施行規則第 31条の四第二項に規定する登録認定機関の認定
を行おうとする消防用設備等又はこれらの部分である機械器具の変
更に関する件 (消防庁告示 27)

事務局だより

・組合員情報

・組合行事

・共済制度について
0注文は今後もFAXで
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10月 度理事会の1概要

開催 日晴ィ: 平ぇ 2:o年 10月 16日 (本)116時 30～ 18時 00分
開催 場所 : あうら橘  ‐ ~   ・  3

神奈川県足柄下郡箱根町湯本 5ヽ74
理事 総数 :  10人
出席理事数■   7人  ‐ …

      ・        =

(1)理事長挨拶     _ :
10月 度移動理事会を始めさせて頂きます。

(2)業務報告
、 :1     ‐ | :

① 事務局運営・渉外

・講習会開催予定

12月 3日 (水 )防排煙設備実務詩習会
文京区民センター 3-B

12月 9日 (火 )消防設備士第 3類受験準備講習会
文京区民センター 2-B

・組合入会希望者 (入会決定 )

榊ビルライフ   代表者 野崎 達
東京都江戸川区鹿骨 5-18-11

:  
三和防災設備榊   代表者 坂本 忠徳
東京都新宿区原町 1-55‐

② 広報

防災組合ニュース 9月 10日 号発行
記事の内容について担当理事、他の理事の協力を得て内容を

充実することを考える。



③ 教育

磯部教育担当理事より 9月 26日 に行われた 6類の講習会の
報告が行われ、3,000円 の受講料では 15人以上の受講者が

集まらなければ赤字になってしまうので参加する受講者の人数を

増やすよう他の理事に強 く協力を要請した。

④ 福利厚生・企画

古木担当理事より「屋形船」の収支報告があった。

50名 の参力日は各位の努力の結果と考える。

⑤ 財務 0共 同購買

中間決算を行つた結果、前年度より多少赤字幅減少 した。前年度

対比売上は向上 しているので何 とかこの状態を保つていきたい。

⑥ 開発

全消販の業者が開発 した加煙試験器について購入 して実際の現場
で使用して、結果をみて販売方法を検討する。

⑦ 防排煙検討委員会

防排煙設備実務要領Ⅱはエンジン、ファン、バッテ リーが主な
内容。原稿はできていて、1,500冊で見積を取つてある。
来年度に予算をとって早い段階での出版を目指す。

③ 青年部

研修旅行を計画 11月 14日 ～15日  ニッタン電子榊
工場見学 10名 参加 1泊旅行は 2年 に 1度行っている。

⑨ 支部運営促進

理事長が支部を作った根拠について説明。
支部会に参加する組合員が少ないことを審議
・合同で支部会を開催する (理事長案 )

具体的にはどの支部とどの支部が行 うのか、どのような形で
行 うのか等、検討が必要である。
・ 目的があれば参カロするのではないか (古木副理事長案 )
ただの飲み会では出てこない、例えばメーカー等に協力を依頼
し、業務に参考になる話をしてもらう等。



・中島専務理事に支部会充実の推進を依頼。

(3)議案の審議

第 1号議案 中間決算の結果報告の件
収益は前期よりやや改善、必要経費が消費税分増加している。

半年経過で損益は若干のマイナス。現在の売上げが継続できれ      ・

ばプラスになる可能性は十分にある。                 .

第 2号議案 防排煙設備実務要領Ⅱ発刊の件
業務報告の欄 (2頁 )参照

第 3号議案 新規組合加入 (2社)の件
業務報告の欄 (1頁)参照

第 4号議案 ボー リング大会、忘年会、賀詞交歓会について
ボー リング大会、忘年会は青年部の仕切 りで行 う。

賀詞交歓会

12月 の初めに案内状を出す。 11月 の理事会で今年の

賀詞交歓会の名簿を参考に案内状の送り先を決定する。

ア トラクシヨンについては通常通 り行 う。

(4)そ の他
次回理事会 平成 26年 11月 20日 (木 )

文京区民セ ンター

15:00～ 17: 00
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平成 26年 9月 度業務報告

0月  日 (曜)    ・ 内 容 等 ・ 来局理事等

9月 24日 (水) 公正取引委員会による消費税転嫁に関する現状調査
佐藤、田中調査職員

9月 26日 (金) 消防設備士第 6類講習会    文京区民センター
講師 小り|1 清 腑ハツタテクノ
受講者 15名

9月 29日 (月 ) 業務決裁      ・・・ 広江理事長 (会社にて)

10月 9日 (木) 業務決裁      00・ 広江理事長 (会社にて)

10月 14日 ∞  経営診断       ・・・ 小出会計副所長

10月 16日 (木)研修旅行、10月 度理事会
箱根湯本 あうら橘
チェッカー会ゴルフ   レイクウッドゴルフクラブ
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平成 26年 10月 16日  木曜日 官 報 第 6395号
刷
菱
・一計
算
牲
晴
嘘
が
一
覗

日
刊

（行
政
機
関
の
休

日
休
刊
）

◇
消
防
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

（政
令
第
二

三
二
号
Ｘ
総
務
省
）

１
　
消
火
器
具
に
関
す
る
基
準
の
見
直
し

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
消
防
法
施
行
令

（以
下

「新
令
」
と
い
う
。）
別
表
第

一
因
項
イ
田
か
ら
０
ま
で

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
つ
い
て
、
消
火
器
具
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
た
。
（第

一
〇
条
第

一
項
第

一
号
関
係
）

２
　
屋
内
消
火
栓
設
備
に
関
す
る
基
準
の
見
直
し

新
令
第

一
二
条
第

一
項
第

一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象

物
の
う
ち
、　
一
定
の
施
設
構
造
を
有
す
る
も
の
に
あ
っ

て
は
、
延
べ
面
積
が

一
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
同
条

第
二
項
第
三
号
の
二
の
総
務
省
令
で
定
め
る
部
分
の
床

面
積
の
合
計
を
加
え
た
面
積
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
、

屋
内
消
火
栓
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
（第

一
一

条
第
二
項
関
係
）

３
　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
関
す
る
基
準
の
見
直
し

日
　
新
令
別
表
第

一
囚
項
イ
田
及
び
②
に
掲
げ
る
防
火

対
象
物
並
び
に
同
崚
／一、
因
回
〕
項
に
掲
げ
る
防
火
対

象
物
の
部
分
で
同
表
因
項
イ
田
又
は
②
に
掲
げ
る
防

火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
（第

一
二
条
第

一
項
第

一
号
及
び
第
九
号
関
係
）

　́
日
　
新
令
別
表
第

一
因
項
イ
田
か
ら
０
ま
で
に
掲
げ
る

防
火
対
象
物
の
う
ち
、
延
べ
面
積
が
三
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
（第

一
二
条
第

一
項
第
四
号
関
係
）

消
防
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

御

名

　

御
　
璽
一

平
成
二
十
六
年
十
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣
　
麻
生
　
太
郎

」
獅
帰
嬌
肝
纂
嚇
鶏
時
禅
嚇
部一婿
は
「
嚇
「
幡
煉
鰤

哺動鰊耕筆椰鎌がい紳維舛嘘性哺肘舞い脚耐

積
の
合
計
が

一
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

に
限
り
、
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
備
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
（第

一
二
条
第
二
項
第
三
号
の
二
関
係
）
　

　

‐
‐
‐

こ
と
と
し
た
。
（別
表
第

一
関
係
）

四
　
２ ６
脚
び 一
瑯
日
は

一 布
胸
日
平
成
二
七
年
二
月

一
日

編 集・印 昴1
独立行政法人目立印刷局

日

'

消
防
機
関
ヘ
ョ
満
■
ヶ
火
災
報
知
設
備
に
関
す
る
基

け
一
け
一

設‐こ表 し
置 っ 第
一
［
］
輌
珈
し 機ヵ、
辞
脚
審
彗
撃
螂
莉
一
帥

６
　
そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

７
　
施
行
期
日
等

日
　
所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。
（附
則

第
二
条
及
び
第
三
条
関
係
）

日
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
八
年
四
月

一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
は

一　
　
次
に
定
め
る
■
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

政
令
第
に
隔
離
耐
征
器
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
　
　
　
．

内
閣
は
、
消
防
法

（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六

号
）
第
十
ゼ
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
た

制
定
す
る
。

消
防
法
施
行
令

（昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）

一̈い一器̈一一一一一イ及「す”一「を口け̈イび「い「】］

め
る
。「雰計一條嚇舞画坤‐ま「青秤妨澤‐‐い妙ｒ障れ籍載

響峙一疇̈
一̈
赫赫畔』【幸一一榊“̈
「しヽ床『赫̈

叶コは縦組叡行評訪”引掛知は嗣蒔講は観講こ孵

え
た
数
値
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
小
さ
い
数
値
）
と
す
る
」

に
改
め
る
。

第
十
二
条
第

一
項
第

一
号
中
口
を
ハ
と
し
、
イ
を
口
と

し
、
同
号
に
イ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ
　
別
表
第

一
肉
項
イ
０
及
び
②
に
掲
げ
る
防
火
対

象
物

第
十
二
条
第

一
項
第
四
号
中

「同
表
回
項
」
の
下
に
「及

口
翻
噸
引
囲
い
れ
刺
は
¨
ナ
費
脚
は
「
級
脚
卿
磋
蘭
稟
獅

九
号
中

「同
表
因
項
口
」
を

「同
表
内
項
イ
０
若
し
く
は

②
又
は
口
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
の
次
に
次
の

一
努
崚
珈
え
怖
ざ
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

備

（ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
う
ち
、
そ
の
水
源
と

し
て
、
水
道
の
用
に
供
す
る
水
管
を
当
該
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
設
備
に
連
結
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
次
号
に

5



規
定
す
る
水
量
を
貯
留
す
る
た
め
の
施
設
を
有
し
な

い
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、

前
項
第

一
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又

は
そ
の
部
分
の
う
ち
、
防
火
上
有
効
な
措
置
が
講
じ

ら
れ
た
構
造
を
有
す
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定

め
る
部
分
以
外
の
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
千
平
方

メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
に
限
り
、
設
置
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
。

第
十
二
条
第
二
項
第
四
号
本
文
中

「ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
備
」
の
下
に
只
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備
を
除
く
。
）」
を
、
「水
源
と
し
て
、」
の
下
に

「防

火
対
象
物
の
用
途
、
構
造
若
し
く
は
規
模
又
は
」
を
加
え
、

同
号
た
だ
し
書
を
削
り
、　
‥同項
第
五
号
沖

「ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備
は
、」
の
下
に

「防
火
対
象
物
の
用
途
、ハ構
造
若

し
く
は
規
模
又
、は
」
を
加
え
、
同
項
第
六
号
本
文
中

「ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
」
の
下
に
尺
総
務
省
令
で
定
め
る
特

定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
を
除
く
。
）」

を
加
え
、
同
号
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
二
十

一
条
第

一
項
第

一
号
イ
中

「因
項
口
」
を

「因

項
イ
田
か
ら
Ｄ
ま
で
及
び
口
」
に
、
「及
び
」
を
「並
び
に
」

に
改
め
、
同
号
口
中

「別
表
第

一
内
項
イ
及
び
ハ
」
を
「別

表
第

一
因
項
ハ
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
イ
中
「内
項
二
」

を

「因
項
イ
④
及
び
二
」
に
、
「及
び
」
を

「並
び
に
」
に

改
め
、
同
号
口
中

「別
表
第

一
因
項
イ
及
び
ハ
」
を

「別

表
第

一
因
項
ハ
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
イ
中

「及
び
因

項
目
」
を

「並
び
に
囚
項
イ
０
か
ら
０
ま
で
及
び
口
」
に

改
め
、
同
号
口
中

「別
表
第

一
内
項
イ
及
び
ハ
」
を

「別

表
第

一
閃
項
ハ
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第

一
項
第

一
号
中

「別
表
第

一
囚
項
口
」

を

「別
表
第

一
内
項
イ
田
か
ら
０
ま
で
及
び
口
」
に
、
「及

び
∵
を

「並
び
に
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「因
項
イ
」

を

「因
項
イ
０
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「別
表
第

一

因
項
口
」
を
「別
表
第

一
因
項
イ
０
か
ら
０
ま
で
及
び
口
」

に
、
「肉
項
イ
」
を

「肉
項
イ
０
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第

一
項
第

一
号
イ
中

「及
び
因
項
口
」
を

「並
び
に
因
項
イ
０
か
ら
０
ま
で
及
び
口
｝
に
改
め
、
同

号
口
中

「別
表
第

一
囚
項
イ
及
び
ハ
」
を

「別
表
第

一
因

項
ハ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「因
項
イ
」
を

「因
項

イ
０
」
に
改
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

別
表
第

一
因
項
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ
　
次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

０
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
病
院

（火
災
発

生
時
の
延
焼
を
抑
制
す
る
た
め
の
消
火
活
動
を

適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
有
す

る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除

く
。）

０
　
診
療
科
名
中
に
特
定
診
療
科
名

（内
科
、

整
形
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
そ
の

他
の
総
務
省
令
で
定
め
る
診
療
科
名
を
い

う
。
②
Ｏ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
有
す
る
こ
と
。

国
　
医
療
法

（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五

号
）
第
七
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
療

養
病
床
又
は
同
項
第
五
号
に
規
定
す
る

一
般

病
床
を
有
す
る
こ
と
。

②
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
診
療
所

０
　
診
療
科
名
中
に
特
定
診
療
科
名
を
有
す
る

こ

と

、

国
　
四
人
以
上
の
患
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の

施
設
を
有
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
１
三
メ

０
　
病
院

（田
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）、
患
者

を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
施
設
を
有
す
る
診
療
所

（②
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
又
は
入
所
施
設

を
有
す
る
助
産
所

四
　
由思
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
施
設
を
有
し
な

い
診
療
所
又
は
入
所
施
設
を
有
し
な
い
助
産
所

附
　
則

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月

一
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一　
附
則
第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
　
公
布
の

日
一
一　
第
十

一
条
第
二
項
及
び
第
十
二
条
第
二
項
の
改
正

規
定
並
び
に
附
則
第
二
条
の
規
定
　
平
成
二
十
七
年

二
月

一
日

（経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
政

令
に
よ
る
改
正
後
の
消
防
法
施
行
令

（以
下

「新
令
」

と
い
う
。）
別
表
第

一
因
項
イ
田
か
ら
０
ま
で
、
関
項
イ

及
び
ハ
因
回
〕
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（同
表
関
項

イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
同
表
囚
項
イ
０

か
ら
０
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用

途
に
撲
さ
れ
る
部
分
に
限
り
、
同
表
ハ
因
回
〕
項
に
掲

げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
同
表
因
項
イ
０
又
は
②

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に

限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
現
に
新

築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工

事
中
の
同
表
因
項
イ
０
か
ら
０
ま
で
、
関
項
イ
及
び

．
ハ
利
叫
二／
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
屋
内
消

改
め
、
同
条
第
二
項
中

「防
火
対
象
物
並
び
に
」
を

「防
火
対
象
物

（同
表
因
項
ハ
に
掲
げ
る
防
火
対
象

物
に
あ

っ
て
は
保
育
所
を
除
き
、
同
表
ω
項
イ
及
び

十
六
の
二
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
同
表

／
／
‐
ヽ
ヽ

因
項
口
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
同
項
ハ
に
掲
げ
る

防
火
対
象
物

（保
育
所
を
除
く
。
）
の
用
途
に
供
さ
れ
る

部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
」

に
改
め
、
「ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
」
の
下
に

「、
屋
外

消
火
栓
設
備
、
動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備
」
を
加
え
、
「及

び
避
難
器
具
」
を

「、
避
難
器
具
、
消
防
用
水
及
び
連

結
散
水
設
備
」
に
、
「第
十

一
条
、
第
十
二
条
、
第
二
十

一
条
、
第
二
十

一
条
の
二
及
び
第
二
十
三
条
か
ら
第
二

十
五
条
ま
で
」
を

「第
十

一
条
第

一
項
第
二
号
及
び
第

六
号
並
び
に
第
二
項

（新
令
第
二
十
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
二
条
第

一
項
第

一

号
、
第
四
号
及
び
第
九
号
並
び
に
第
二
項
第
二
号
、
第

十
九
条
第

一
項
、
第
二
十
条
第

一
項
第

一
号

（新
令
第

十

一
条
第

一
項
第
二
号
及
び
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
及
び
第
二
号
並
び
に
第
二
項
、
第
二
十

一
条
第

一

項
第

一
号
及
び
第
九
号
、
第
二
十

一
条
の
二
第

一
項
第

四
号
、
第
二
十
三
条
第

一
項
第

一
号

（同
表
囚
項
口
に

掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二

号
、
第
二
十
四
条
第
二
項
第
四
号
、
第
二
十
五
条
第

一

項
第

一
号
、
第
二
十
七
条
第

一
項
第

一
号
並
び
に
第
二

十
八
条
の
二
第

一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項

と
し
、
同
条
第

一
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

２
　
附
則
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

際
、
現
に
存
す
る
新
令
別
表
第

一
因
項
口
及
び
ハ
並

び
に
ω
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（同
表
因
項
ハ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ

っ
て
は
保
育
所
を
除

き
、
同
表
関
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て

は
同
表
因
項
口
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
同
項
ハ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（保
育
所
を
除
く
。
）
の
用
途

に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。）
並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、

修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
因
項
口
及
び

ハ
並
び
に
関
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る

消
火
器
、
簡
易
消
火
用
具
及
び
漏
電
火
災
警
報
器
に

係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
十
条
第

一
項
第
二
号
及
び
第
二
十
二
条
第

一
項
第
二
号
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十

一
日

ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
則
第
五
条
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
及
び
動
力
消
防
ポ

ン
プ
設
備
の
う
ち
、
新
令
第
十

一
条
第
二
項

（新
令
第

二
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
第
十
二
条
第

一
項

第

一
号
、
第
四
号
及
び
第
九
号
の
規
定
に
適
合
し
な
い

も
の

（以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「特
定
基
準
不
適
合
設

備
」
と
い
う
。
）
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
七
年
六
月

三
十
日

（同
日
前
に
特
定
基
準
不
適
合
設
備
が
新
令
第

十

一
条
第
二
項
並
び
に
第
十
二
条
第

一
項
第

一
号
、
第

四
号
及
び
第
九
号
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
と
な
っ
た

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
適
合
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
）

ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
新
令
別
表
第

一
因
項
イ
田
か
ら
０
ま
で
及
び
関
項
イ
に
掲
げ
る
防
火

対
象
物
（同
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、

同
表
囚
項
イ
田
か
ら
８
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
防

火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、
改

築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
閑

項
イ
０
か
ら
０
ま
で
及
び
関
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象

物
に
お
け
る
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火
災
報
知
設
備
に

係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
二
十
三
条

第

一
項
第

一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十

一

年
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

ス
υ

。

第
二
条
　
附
則
第

一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
の
施

行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
”

（消
防
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
の

一
部
改

正
）

第
四
条
　
消
防
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

（平

成
二
十
五
年
政
令
第
八
十
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附

則

第

五

条

第

一
項
中

「十
二ハ
２

一
項
」

を

に
改
め
、
「以
下
」
の
下
に

「こ
の
項

に
お
い
て
」
を
加
え
、
「第
十
条
、
第
二
十
二
条
及
び
第

二
十
六
条
」
を

「第
十
条
第

一
項
第

一
号
、
第
四
号
及

び
第
五
号
、
第
二
十
二
条
第

一
項
第
六
号
及
び
第
七
号

並
び
に
第
二
十
六
条
第

一
項
第

一
号
及
び
第
二
号
」
に

(査)
項
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４
　
附
則
第

一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

際
、
現
に
存
す
る
新
令
別
表
第

一
因
項
口
及
び
ハ
、

関
項
イ
並
び
に
ハ
因
回
〕
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（同
表
関
項
イ
及
び
ハ
閑
回
〕
項
に
掲
げ
る
防
火
対

腋鋤燦動物っけ脚ど印雌調罐紳緻知お薇端獅』
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替
え
の
工
事
中
の
同
表
因
項
口
及
び
ハ
、
関
項
イ
並

び
に
ギ
六
の
三
′項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る

屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
水
噴

霧
消
火
設
備
、
泡
消
火
設
備
、
不
活
性
ガ
ス
消
火
設

備
、
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
設
備
、
粉
末
消
火
設
備
、

一
　

動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備
、
自
動
火
災
報
知
設
備
、
ガ

ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備
、
消
防
機
関
へ
通
報
す
る
火

災
報
知
設
備
、
非
常
警
報
設
備
及
び
避
難
器
具
に
係

る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
十

一
条
第

一
項
第
五
号
、
第
十
二
条
第

一
項
第
三
号
、
第
七
号
、

第
八
号
、
第
十
号
及
び
第
十

一
号
、
第
十
三
条
第

一

項
、
第
二
十
条
第

一
項
第

一
号

（新
令
第
十

一
条
第

一
項
第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十

一
条

第

一
項
第
二
号
、
第
五
号
、
第
七
号
、
第
八
号
、
第

十
号
、
第
十

一
号
、
第
十
三
号
及
び
第
十
五
号
、
第

二
十

一
条
の
二
第

一
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
五

号
、
第
二
十
三
条
第

一
項
第

一
号

（同
表
ハ
因
回
〕

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
、

第
二
十
四
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
二
項
第

一
号
か

ら
第
三
号
ま
で
並
び
に
第
二
十
五
条
第

一
項
第
五
号

及
び
第
二
項
第

一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成

三
十
年
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

第
五
条
　
消
防
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

（平

成
二
十
五
年
政
令
第
三
百
六
十
八
号
）
の

一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
第

一
項
中

「が
存
す
る
も
の
」
を
削
り
、

「第
十
二
条
」
を

「第
十
二
条
第

一
項
第

一
号
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中

「が
存
す
る
も
の
」
を
削
り
、
「第

二
十

一
条
」
を

「第
二
十

一
条
第

一
項
第

一
号
及
び
第

九
号
」
に
改
め
る
。

（児
童
福
祉
法
施
行
令
等
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
の

一
部
改
正
）

第
六
条
　
児
童
福
祉
法
施
行
令
等
の

一
部
を
改
正
す
る
政

令

（平
成
二
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
の

一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
条
中

「防
火
対
象
物
で
あ
っ
て
」
を

「防

火
対
象
物

（同
表
囚
項
ハ
０
に
掲
げ
る
」
に
、
「が
存
す

る
も
の
」
を

「に
限
る
。
）」
に
改
め
、
「屋
外
消
火
栓
設

備
」
の
下
に

「、
動
力
消
防
ボ
ン
プ
設
備
、
ガ
ス
漏
れ

火
災
警
報
設
備
」
を
加
え
、
「及
び
避
難
器
具
」
を
「、
避

難
器
具
、
消
防
用
水
及
び
連
結
散
水
設
備
」
に
、
「第
十

一
条
、
第
十
二
条
、
第
十
九
条
及
び
第
二
十
二
条
か
ら

第
二
十
五
条
ま
で
」
を

「第
十

一
条
第

一
項
第
二
号
及

び
第
六
号
、
第
十
二
条
第

一
項
第
四
号
、
第
十
九
条
第

一
項
、
第
二
十
条
第

一
項
第

一
号

（同
令
第
十

一
条
第

一
項
第
二
号
及
び
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
及
び

第
二
号
並
び
に
第
三
項
、
第
二
十

一
条
の
二
第

一
項
第

四
号
、
第
二
十
二
条
第

一
項
第
二
号
、
第
二
十
三
条
第

一
項
第
二
号
、
第
二
十
四
条
第
二
項
第
四
号
、
第
二
十

五
条
第

一
項
第

一
号
、
第
二
十
七
条
第

一
項
第

一
号
並

び
に
第
二
十
八
条
の
二
第

一
項
」
に
改
め
る
。

総
務
大
臣
　
山
本
　
早
苗

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣
　
麻
生
　
太
郎

環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

　

名

御
　
画
一

平
成
二
十
六
年
十
月
十
六
日

．
　

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣
　
麻
生
　
太
郎

○
総
務
省
令
第
八
十
号

消
防
法
施
行
令

（昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
十
七
号
）

第
十
二
条
第

一
項
第

一
号
及
び
第
九
号
並
び
に
第
二
項
第

一
号
、
第
三
号
の
二
及
び
第
六
号
、
第
二
十
三
条
第

一
項

た
だ
し
書
及
び
第
二
項
並
び
に
別
表
第

一
因
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
消
防
法
施
行
規
則
及
び
特
定
小
規
模
施
設
に
お

け
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用

に
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
十
月
十
六
日総
務
大
臣
　
山
本
　
早
苗

消
防
法
施
行
規
則
及
び
特
定
小
規
模
施
設
に
お
け
．

る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防

の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る
省
令
の

一
部
を

改
正
す
る
省
令

（消
防
法
施
行
規
則
の

一
部
改
正
）

第

一
条
　
消
防
法
施
行
規
則

（昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令

第
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
第
八
項
を
第
十
項
と
し
、
第
二
項
か
ら
第

七
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
項
の
次
に
次

の
二
項
を
加
え
る
。

３
　
令
別
表
第

一
因
項
イ
０
の
総
務
省
令
で
定
め
る
病

院
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
体
制
を
有
す
る

一　
病
院
と
す
る
。

一　
勤
務
さ
せ
る
医
師
、
看
護
師
、
事
務
職
員
そ
の

他
の
職
員
の
数
が
、
病
床
数
が
二
十
六
床
以
下
の

と
き
は
二
、
二
十
六
床
を
超
え
る
と
き
は
二
に
十

三
床
ま
で
を
増
す
ご
と
に

一
を
加
え
た
数
を
常
時

下
回
ら
な
い
体
制

一
一　
勤
務
さ
せ
る
医
師
、
看
護
師
、
事
務
職
員
そ
の

他
の
職
員

（宿
直
勤
務
を
行
わ
せ
る
者
を
除
く
。
）

の
数
が
、
病
床
数
が
六
十
床
以
下
の
と
き
は
二
、

六
十
床
を
超
え
る
と
き
は
二
に
六
十
床
ま
で
を
増

す
ご
と
に
二
を
加
え
た
数
を
常
時
下
回
ら
な
い
体

制

４
　
令
別
表
第

一
内
項
イ
０
０
の
総
務
省
令
で
定
め
る

診
療
科
名
は
、
医
療
法
施
行
令

（昭
和
二
十
三
年
政

令
第
二
百
二
十
六
号
）
第
二
条
の
二
に
規
定
す
る
診

療
科
名
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
と

す
る
。

一　

肛
門
外
科
、
乳
腺
外
科
、
形
成
外
科
、
美
容
外

科
、
小
児
科
、
皮
膚
科
、
泌
尿
器
科
、
産
婦
人
科
、

眼
科
、
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
、
産
科
、
婦
人
科

二
　
前
号
に
掲
げ
る
診
療
科
名
と
医
療
法
施
行
令
第

二
条
の
二
第

一
項
第

一
号
ハ
０
か
ら
四
ま
で
に
定

め
る
事
項
と
を
組
み
合
わ
せ
た
名
称

〓
一　
歯
科

四
　
歯
科
と
医
療
法
施
行
令
第
二
条
の
二
第

一
項
第

二
号
口
田
及
び
②
に
定
め
る
事
項
と
を
組
み
合
わ

せ
た
名
称

第
六
条
第

一
項
申

「第
五
条
第
八
項
第
二
号
」
を
「第

五
条
第
十
項
第
二
号
」
に
、
「第
五
条
第
八
項
第

一
号
」

を

「第
五
条
第
十
項
第

一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中

「第
五
条
第
八
項
第
二
号
」
を

「第
五
条

第
十
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
第

一
項
第

一
号
中

「第
十
二
条
第

一

項
第

一
号
及
び
第
九
号
」
を

「別
表
第

一
因
項
イ
０
及

び
②
並
び
に
日
、
関
項
イ
並
び
に
汁
休
い
い
項
」
に
、

一　

　

＞

「又
は
そ
の
部
分
」
を
只
同
表
関
項
イ
及
び
汁
豚
い
に

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
同
表
閑
項
イ

０
若
し
く
は
②
又
は
口
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途

に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

に
、
「延
べ
面
積
」
を

「基
準
面
積

（令
第
十
二
条
第
二

項
第
三
号
の
二
に
規
定
す
る
床
面
積
の
合
計
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
、
第
十
三
条
第
三
項
、
第
十
三
条
の
五
第

一
項
及
び
第
十
三
条
の
六
第

一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「第
十
二
条
第

一
項
第

一
号

及
び
第
九
号
」
を

「別
表
第

一
因
項
イ
田
及
び
②
並
び

に
日
、
ω
項
イ
並
び
に
十
六
の
二
項
」
に
改
め
、
「又
は

そ
の
部
分
」
を
削
り
、
「延
べ
面
積
」
を

「基
準
面
積
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「令
第
十
二
条
第

一
項
第

一

号
に
」
を

「令
別
表
第

一
因
項
イ
田
及
び
②
並
び
に
ロ

に
」
に
改
め
、
「
（令
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
令
別
表
第

一
因
項
口
と
み
な
し
て
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の

を
除
く
。
）」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中

「令
第
十
二
条

第

一
項
第

一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（令
別
表
第

一

関
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
」
を

「令
別
表
第

一
関

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
」
に
、
「同
号
の
規
定
を
適

用
す
る
も
の
に
限
る
。）」
を

「同
表
肉
項
口
に
掲
げ
る

防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
三
中

「第
十
二
第

一
項
第

一
号
口
」
を

「第
十
二
条
第

一
項
第

一
号
ハ
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
三
項
第
九
号
の
三
中

「別
表
第

一
囚
項

口
」
を

「別
表
第

一
因
項
イ
田
及
び
②
並
び
に
口
」
に
、

「同
表
因
項
口
」
を

「同
表
因
項
イ
０
若
し
く
は
②
又

は
口
」
に
、
「延
べ
面
積
」
を

「基
準
面
積
」
に
改
め
る
。

『



・
第
十
三
条
の
五
第

一
項
の
表
中

「延
べ
面
積
」
を
「基

準
面
積
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及

び
第
七
項
第
二
号
の
表
中

「次
条
」
を

「第
十
三
条
の

六
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（防
火
上
有
効
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
構
造
を
有
す

る
部
分
）

第
十
三
条
の
五
の
二
　
令
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
の

二
の
総
務
省
令
で
定
め
る
部
分
は
、
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
部
分

（当
該
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が

当
該
部
分
が
存
す
る
防
火
対
象
物
の
延
べ
面
積
に
二

分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
値
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
当
該
三
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
値
の
面
積
に
相

当
す
る
部
分
に
限
る
。
）
と
す
る
。

一　
第
十
三
条
第
三
項
第
七
号
又
は
第
八
号
に
掲
げ

る
部
分
で
あ
る
こ
と
。

一
一　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
防
火
上
の
措
置
が

講
じ
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
準
耐
火
構
造
の
壁
及
び
床
で
区
画
さ
れ
、
か

つ
、
開
口
部
に
防
火
戸

（随
時
開
く
こ
と
が
で

き
る
自
動
閉
鎖
装
置
付
き
の
も
の
又
は
随
時
閉

鎖
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
煙
感
知
器
の
作

動
と
運
動
し
て
閉
鎖
す
る
も
の
に
限
る
。）
を
設

け
た
部
分

口
　
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
壁
、
柱
、
床
及
び
天

井

（天
丼
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）

で
区
画
さ
れ
、
か
つ
、
開
口
部
に
不
燃
材
料
で

造
ら
れ
た
戸

（随
時
開
く
こ
と
が
で
き
る
自
動

閉
鎖
装
置
付
き
の
も
の
に
限
る
。）
を
設
け
た
部

分
で
あ
つ
て
、
当
該
部
分
に
隣
接
す
る
部
分
（第

十
三
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
部
分
を
除

く
。
）
の
全
て
が
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
有
効

範
囲
内
に
存
す
る
も
の

〓
一　
床
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
地
階
若
し

く
は
無
窓
階
又
は
床
面
積
が
千
五
百
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
の
四
階
以
上
十
階
以
下
の
階
に
存
す
る
部

分
で
な
い
こ
と
。

第
十
三
条
の
六
第

一
項
中

「水
量
は
ど
の
下
に

「防

火
対
象
物
の
用
途
、
構
造
若
し
く
は
規
模
又
は
」
を
加

え
、
同
項
第

一
号
中

「前
条
」
を

「第
十
三
条
の
五
」

に
改
め
、
同
号
の
表
中

「第
十
号
」
を

「第
九
号
」
に

改
め
、
同
項
第
二
号
中

「第
十
二
条
第
二
項
第
四
号
」

を

「第
十
二
条
第
二
項
第
三
号
の
二
」
に
、
「に
つ
い
て

火
災
予
防
止
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
を

「を
準

不
燃
材
料
以
外
の
材
料
で
し
た
」
に
改
め
、
同
号
の
表

中

「延
べ
面
積
」
を

「基
準
面
積
」
に
改
め
、
同
項
第

四
号
中

「に
つ
い
て
火
災
予
防
上
支
障
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
」
を

「を
準
不
燃
材
料
以
外
の
材
料
で
し
た
」

に
改
め
、
同
号
の
表
中

「延
べ
面
積
」
を
「基
準
面
積
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「次
の
各
号
に
掲
げ
る
」
の

下
に

「防
火
対
象
物
の
用
途
、
構
造
若
し
く
は
規
模
又

は
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
及
び
第
四
号
申

「に
つ
い

て
火
災
予
防
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
を

「を

準
不
燃
材
料
以
外
の
材
料
で
し
た
」
に
改
め
、
同
条
中

第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の

一
項
を

加
え
る
。

３
　
令
第
十
二
条
第
二
項
第
六
号
の
総
務
省
令
で
定
め

る
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

は
、
加
圧
送
水
装
置
を
設
け
な
く
て
も
前
項
第
二
号

又
は
第
四
号
に
規
定
す
る
性
能
を
有
す
る
特
定
施
設

水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ツ
ク
ラ
ー
設
備
と
す
る
。

第
十
四
条
第

一
項
第
十

一
号
の
三
中

「に
つ
い
て
火

災
予
防
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
を

「を
準
不

燃
材
料
以
外
の
材
料
で
し
た
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第

一
項
中

「消
防
機
関
か
ら
の
歩
行
距

離
が
五
百
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
」
を

「次
に
掲
げ
る

防
火
対
象
物
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
」

に
改
め
、
同
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

一　
令
別
表
第

一
因
項
イ
田
及
び
②
、
関
項
イ
、

十
二ハ
の
二
項
並
び

に
十
六
２

二
項
に
掲
げ

る

十
六
の
二
項
及
び

十
六
２
二‐項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て

は
、
同
表
因
項
イ
ω
又
は
②
に
掲
げ
る
防
火
対
象

物
の
用
途
に
供
さ，
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限

る
。）

消
防
機
関
が
存
す
る
建
築
物
内

二
　
前
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
以
外
の
防
火
対
象

物
　
消
防
機
関
か
ら
の
歩
行
距
離
が
五
百
メ
ー
ト

ル
以
下
で
あ
る
場
所

第
二
十
五
条
第
二
項
第
三
号
イ
中

「別
表
第

一
因
項

口
」
を

「別
表
第

一
因
項
イ
０
か
ら
０
ま
で
及
び
口
」

に
改
め
、
同
項
第
四
号
中

「別
表
第

一
因
項
口
、
ω
項

在
、
ハ
因
回
〕
項
及
び
ハ
因
回
〕
項
」
を

「別
表
第

一

内
項
イ
０
及
び
図
並
び
に
口
、田
項
イ
、十
六
の
二
‐項
並

び
に
十
六
の
二
項
」
に
、
「同
表
因
項
口
」
を

「同
表
因

項
イ
田
若
し
く
は
②
又
は
口
」
に
改
め
、
「存
す
る
も
の

防
火
対
象
物

（同
表
脚
項
イ
、

に
限
る
」
の
下
に

「。
次
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加

え
、
同
条
第
四
項
第
四
号
中

「別
表
第

一
因
項
口
、
関

項
イ
、
ハ
因
回
〕
項
及
び
ハ
因
回
〕
項
」
を

「別
表
第

一
因
項
イ
田
及
び
②
並
び
に
口
、
関
項
イ

十
六
の
二

項
並
び
に
十
六
の
三
項
」
に
改
め
、
「
（同
表
関
項
イ
、

ハ
因
回
〕
項
及
び
ハ
閑
回
〕
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

に
あ
つ
て
は
、
同
表
肉
項
口
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の

用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下

同
じ
。
）」
を
削
る
。

（特
定
小
規
模
施
設
に
お
け
る
必
要
と
さ
れ
る
防
火
安

全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に
関
す

る
省
令
の

一
部
改
正
）

第
二
条
　
特
定
小
規
模
施
設
に
お
け
る
必
要
と
さ
れ
る
防

火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
等
に

関
す
る
省
令
（平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
五
十
六
号
）

の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第

一
号
イ
及
び
口
中

「別
表
第

一
国
項
イ
」

を

「別
表
第

一
国
項
イ
、
囚
項
イ
田
か
ら
０
ま
で
」
に
、

「別
表
第

一
因
項
イ
及
び
因
項
ハ
」
を

「別
表
第

一
因

項
ハ
」
に
改
め
る
。

附
　
則

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月

一
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一　
附
則
第
四
条
の
規
定
　
公
布
の
日

一
一　
第

一
条
中
消
防
法
施
行
規
則
第
十
二
条
の
二
第

一

項
第

一
号
中

「延
べ
面
積
」
を

「基
準
面
積

（令
第

十
二
条
第
二
項
第
二
号
の
二
に
規
定
す
る
床
面
積
の

合
計
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
、
第
十
三
条
第
二
項
、

第
十
三
条
の
五
第

一
項
及
び
第
十
三
条
の
六
第

一
項

に
お
い
て
同
じ
。
）」
に
改
め
る
改
正
規
定
、
同
項
第

二
号
及
び
同
令
第
十
三
条
第
二
項
第
九
号
の
三
中

「延
べ
面
積
」
を

「基
準
面
積
」
に
改
め
る
改
正
規

定
、
同
令
第
十
三
条
の
五
の
改
正
規
定
、
同
条
の
次

に

一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
同
令
第
十
三
条

の
六
及
び
第
十
四
条
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
二

条
第

一
項
及
び
第
二
条
　
平
成
二
十
七
年
三
月

一
日

（経
過
措
置
）

第
二
条
　
ユ訓
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
、
現

に
存
す
る
消
防
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

（平
成
二
十
六
年
政
令
第
三
百
三
十
三
号
）
に
よ
る
改

正
後
の
消
防
法
施
行
令

（次
項
に
お
い
て

「新
令
」
と

い
う
。
）
別
表
第

一
因
項
口
、
田
項
イ
及
び
十
六
の
　
ヽ
二
項

ヽ

ヽ

―

―

ノ

／

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（同
表
関
項
イ
及
び
十
六
の
二

／
／
‐
ヽ
ヽ

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
同
表
因
項
ロ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
限

る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）
並
び
に
現
に
新

築
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工

事
中
の
同
表
因
項
口
、
関
項
イ
及
び
十
六
の
二
項
に
掲

げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
及
び
動
力
消
防
ポ
ン
プ
設
備
に
関
す

る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改

正
後
の
消
防
法
施
行
規
則

（次
項
に
お
い
て
「新
規
則
」

と
い
う
。）
第
十
二
条
の
二
第

一
項
第

一
号
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
年
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
新
令
別
表
第

ヽ

、

‐

プ

ノ

一
因
項
イ
田
及
び
②
、
ω
項
イ
、
汁
隊
い
」
項
並
び
に

十
六
の
三
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

（同
表
ω
項
イ
、

／

／

‐

ヽ

ヽ

十
六
の
二
項
及
び
十
六
の
三
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

に
あ
っ
て
は
、
同
表
因
項
イ
０
又
は
②
に
掲
げ
る
防
火

対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限

り
、
同
表
閃
項
口
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供

さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
現
に
新
築
、
増
築
、
改
築
、
移

転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の
同
表
因
項
イ
田

＞

　

　

　

　

＞

及
び
②
、
関
項
イ
、
汁
豚
Ю
い
項
並
び
に
片
林
い
」
項

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
消
防
機
関
へ
通
報
す

8



る
火
災
報
知
設
備
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
新
規

則
第
二
十
五
条
第

一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十

一
年
二
月
二
十

一
日
ま
で

の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
二
条
　
附
則
第

一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行

前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（消
防
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
二
部

改
正
）

第
四
条
　
消
防
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

（平
成
二
十
五
年
総
務
省
令
第
百
二
十
六
号
）
の

一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
肺
ぎ
第

一
因
項
口
、
関
項
イ
、

附
則
第
二
項
中

「令
別

〔
閑
回
〕
項
‘
及
び
ハ
閑
回
〕

項
に
掲
げ
″
防
火
対

ヽ

＼

象
物
」
の
下
に
只
同
表
ω
項
イ
、
ハ
閑
同
〕
項
及
び

ハ
因
回
〕
項
に
掲
げ
る
紡
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
同

維州瀬神策翻副̈
働隊郡豫励つ酬罐難畔群】“

同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

――――‐‐‐

告

一不

―――――――

耶
余
難
贔
己
馨

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
月
十
淋
囲
庁
長
官
　
坂
本
　
森
男

第
二
第

一
号
中

「操
作
す
る
こ
と
」
の
下
に

「又
は
自

動
火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
の
作
動
と
運
動
す
る
こ
と
」

轟ぽ
ヌ
ン
財
鍋
内
蜃
肴鼎
Ｗ

碑二齢姫辞舞緻卸一鰤駐融勒暴どが計動火災報

御婿断っ繭囲翻脚へ作［蹴縫綱討姉に虚牌は「

第
三
雛
瑚
議
ぃ
的
ど
削
り
、
日
を
日
と
し
、
同
号
の
次

に

一 次
一
一
時
時
¨
義
け
ぼ
藤
い
牌
叶
倅
動
量
」
彙
は
一
衛

動
し
た
こ
と
を
可
視
的
又
は
可
聴
的
に
表
示
す
る
こ

Ｌ
こ

。嶋」］『峙榊̈
け議一̈
寿義り̈
一げ琳沸滋射

蒟雌ゴ種れ往取期号．．駆御脚詢鮮衛罐夢赫螂郡

ツ嚇一一一拳刹】い」一載囃教「」副帥は師いい

奨討篠オ睦口「は却】凛聾̈
獄臨訂“鶴齢は赫「ｒ

号
国
に
イ
及
び
口
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

‐
‐
―
引
―
刊
訓
ョ
到
馴
目
が
鼻
伯
ざ
れ
た
こ
と
に
よ
り

基
本
周
波
数
が
概
ね
八
百

起
動
さ
れ
た
場
合

ヘ
ル
ツ
の
単
音
を
三
音
連
続
し
た
も
の
を
二
回

反
復
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

口
　
連
動
起
動
機
能
に
よ
り
起
動
さ
れ
た
場
合

基
本
周
波
数
が
四
百
四
十
ヘ
ル
ツ
以
上
の
単
音

を
二
音
連
続
し
た
も
の

（第
二
音
の
周
波
数
が

第

一
音
の
周
波
数
の
概
ね
六
分
の
五
で
あ
る
も

の
に
限
る
。）
を
二
日
反
復
し
た
も
の
と
す
る
こ

一″」
。

第
二
第
五
号
日
中

「火
災
で
あ
る
旨
並
び
に
防
火
対
象

物
の
所
在
地
、
建
物
名
及
び
電
話
番
号
の
情
報
そ
の
他
こ

れ
に
関
連
す
る
内
容
と
す
る
」
を

「次
の
イ
又
は
口
に
掲

げ
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
口
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
」
に
改
め
、
同
号
日
に
イ
及
び
口
と
し
て
次
の
よ
う

に
加
え
る
。
イ
　
手
動
起
動
装
置
が
操
作
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

一̈̈
”̈峨一湖】岬纂一一畔『中一̈

「

豪

蒙

密

丘

懃

劃

れ
動

剣

自
動
火
災
報
知
設
備
が
作
動
し
た
旨
並
び
に
防

火
対
象
物
の
所
在
地
、
建
物
名
及
び
電
話
番
号

の
情
報
そ
の
他
こ
れ
に
関
連
す
る
内
容
之
す
る

ア
」
レ
」
。

第
二
第
六
号
日
及
び
０
中

「ス
ピ
ｌ
ヵ
」
を

「ス
ピ
ー

カ
ー
」
に
改
め
、
同
第
八
号
中

「通
話
機
能
等
」
を

「火

災
通
報
装
置

（特
定
火
災
通
報
装
置
を
除
く
。）
の
通
話
機

能
等
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
第
十
五
号

中

「ス
ピ
ｌ
ヵ
」
を

「ス
ピ
ｌ
ヵ
ｌ
」
に
改
め
る
。

附

則

・
　
動
晰
制
利
直
ヽ
平
成
二
十
七
年
四
月

一
日
か
ら
施
行

す
る
。
（経
過
措
置
）

２
　
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
二
月
二

十

一
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
第

一
号
の
次
に
一
号
を
加

え
る
改
正
規
定
中

「別
表
第

一
因
項
イ
田
か
ら
０
ま
で

及
び
口
」
と
ぁ
る
の
は

「別
表
第

一
因
項
口
」
と
す
る
。

‐○
消
防
庁
生
『
沢
第
一
一当

一
・一十
六
年
自
治
省
令
第
六
口万
）

．　
消
防
法
施
行
規
則
（昭
和
一

第
十
二
条
第

一
項
第
七
号
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
加
圧
送

一
水
装
置
の
基
準

（平
成
九
年
消
防
庁
告
示
第
八
号
）
の

一

一部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
月
十
淋
卿
庁
長
官
　
坂
本
　
森
男

第
二
第
四
号
中

「第
十
二
条
第
二
項
第
四
号
」
を

「第

十
二
条
第
二
項
第
二
号
の
二
」
に
改
め
る
。

第
五
第

一
号
因
中

「特
定
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備
」
を
「特
定
施
設
水
道
連
絡
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
備
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
七
年
二
月

一
日
か
ら
施
行
す

る

。
○
消
防
庁
告
示
第
二
十
六
号

く
瀾
卿
湖
居
御
部
貼

昭^
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）

第
十
三
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
屋
内
消
火
栓

設
備
の
屋
内
消
火
栓
等
の
基
準

（平
成
二
十
五
年
消
防
庁

告
示
第
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
十
月
十
淋
岬
庁
長
官
　
坂
本
　
森
男

軍

一
軒

「第
十
二

‐条
つ
二‐、
「
目
爛
嘉
一
号
」
「「引

「
―
第
十

三癬ユ【一刹」」
「七澤ギ，三‐こ融っ絲ギ三項」

十
三
条
の
た
第
四
項
」
に
改
め
る
。

こ
の
制
示
副
、
平
成
二
十
七
年
二
月

一
日
か
ら
施
行
す

‐る

。

を

「第
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事 務 局 だ よ り

◎組合員情報 (新規加入)
0株式会社ビルライフ

代表者 :野崎 達
住 所 :東京都江戸川区鹿骨5-18-11

0三和防災設備株式会社

代表者 :坂本忠徳

住 所 :東京都新宿区原町1-55

◎講署会の予定
012月 3日 (水)防排煙設備実務講習会

於 :文京区民センター会議室

・ 12月 9日 (火)消防設備士第 3類受験準備講習会
於 :文京区民センター会議室

◎共済制度について

●消防設備保守・点検 `設置工事等の賠償責任保険 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店 0株式会社サンリビング)と提携
しています。請負業者賠償責任保険・生産物 (完成工事)賠償責任保険・
受託者賠償責任保険がセットになった総合型の保険です。

●自動車共済制度 :

関東自動車共済共同組合と提携しています。

団体傷害補償制度 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店・株式会社サンリビング)と提携
しています。

◎ ご注文は今後もFAXでお願いします。
組合員の皆様には、いつも FAXでご注文をいただき誠にありがとうござ
います。ご注文の商品名・数量等間違いのない納品をさせて頂くために、

ご注文は今後ともB盤でお願いいたします。
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